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はじめに

八尾市は奈良と大阪を隔てている生駒山系の高安山の西方に位置しており、古くは旧石器時

代より人々の足跡が刻まれてきた土地であります。弥生時代から古墳時代にかけては、平野部

には大きな集落を、山麓には群集墳が形成されました。また奈良時代には由義官の所在地とし

て「続日本紀』にも登場しています。

このような歴史の豊かな土地であるだけに開発事業に先立つ遺構確認調査は増加の一途を

辿つております。近年、発掘調査の記事が新聞紙上を賑わすことが多くあります。しかし、そ

の影には遺構確認の調査の積み重ねのあることも忘れることはできません。

本報告書は平成 5年度の遺構確認調査をまとめたものであります。これらの成果によって八

尾市の歴史をわずかでも垣間見ることができると思われます。それゆえにこの報告書が多くの

人々に活用されることを願つて止みません。

最後になりましたが、調査に御協力いただいた方々、関係者各位に深く感謝いたします。

平成六年三月

人尾市教育委員会

教育長 西谷信次



例

1,本書は、平成5年度に人尾市教育委員会が公共事業等に伴い、八尾市内で実施した遺構確認調

査の報告書である。

2.調査は八尾市教育委員会文化財課 (課長 日中弘)が各事業主体に協力を求めて実施した。

3.調査は人尾市教育委員会文化財課の米田敏幸、清斎、吉田野乃が担当し調査にあたつた。

4.本書には、巻末に記載した調査一覧表のうち、特に成果のあった調査についてその概要を収録

した。

5,現地調査、報告書の作成にあたつては、以下の諸氏の参加・協力を得た。

横山妙子、米原洋文、藤中貴子、松島賢治、横山典子、片山武志、堀本昌弘、安達志津子

福桝幹祐、清本妙香、竹中幸恵、島崎銅一、濱谷百代

6.本書の作成にあたつては、清、吉田が執筆・編集を行なつた。

≡百
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1、 跡部遺跡 (92-541)の調査

春日町3丁目

平成 5年 4月 19日

公共下水道工事

特殊人孔掘削に伴い、地表下3.5m前後まで重機と人力を併用して掘削。

調査区では地表下2.3m～ 3.3m(T P7.8～ 6.6m)で 、弥生式上器を密に含

む淡暗灰色砂混強粘土、灰色砂混粘土、暗灰色砂混粘土を確認した。この下

には灰色斑緑灰色粘土層が堆積するが、この層では遺物は確認できなかっ

た。また、この弥生土器を密に合む層の最も上層の淡暗灰色砂混強粘土層は

北側でやや高まり、上端でT P7.8mを測る。この弥生土器を含む層は土器

の包含密度の高さ、層の厚さ等から大規模な遺構の可能性があるが、小調査

のため、判然としない。

(吉田)
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第1図 調査地周辺図 (1/5000)
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第2図 調査区設定図

r

①盛土

② 明茶褐色斑淡灰色砂質シルト

③葉褐色斑灰白シルト

③茶褐色斑灰白粘土

③褐色斑灰白粘土

⑥淡灰褐色粘土

§喀景會号篭こと
舗読
(炭混)1弥

生時代包含層

⑩灰色斑緑灰色粘土

①緑灰色粘土

― TP+80m

第 3図 土層断面桂状図西壁 (1/40)

①
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2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

__山 _____

2、 萱振遺跡 (93-241)の調査

荘却町2丁目33、 43、 48-1、 50-1

平成 5年 8月 12、 13、 18、 19日

西郡保育所建設

2.5m×2.5mの調査区を4カ 所設定し、各々約 lmま で重機により掘削し、

以下約 2～2.5mま でを入力を併用して調査を行つた。

第 1区―GL-1.“ mの淡緑灰色粘砂上面が近世の遺構面となる。この下部

層である暗茶灰色砂混粘質土が古墳時代中期の包含層で、有段鉢、須恵器蓋

杯などが出土している。またこの層上面より流路が切り込んでいるのが調査

区の南半分で確認できた。GL-1,35～ 1.45mの 暗黄灰色粘砂及び暗淡灰色

粘質シルトでは弥生時代末期～庄内期の遺物が出土している。

第 2区―近世遺構面はGL-lmの 暗茶灰色砂質土で、このベース層がまた

7世紀から8世紀にかけての遺物包含層になる。以下約1.8mま で遺物は出

土しているが、GL-1.65mの暗灰茶色粘砂シルトは古墳時代中期の包含層

評障
七【 Ⅲ

_上坐
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調査地周辺図 (1/5000)

平成 2年度

第4図
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第5図 調査区設定図 (1/1000)

①表土

②灰色粘土

③ 旧耕作土

①淡灰色細砂
③暗緑灰色粘砂
⑥灰色細砂
①晴黄灰色粘質シルト

③暗茶灰色粘砂
③暗黄灰色粘砂
⑩暗淡灰色粘質シルト

①嗜青灰色シルト

⑫灰色粘土 (植物遺体を含む)
⑬灰色微砂
①灰色粘質土

⑮淡褐灰色砂質土

⑮灰色粘砂
〇灰葉色精砂
⑬暗灰葉色粘砂
⑩暗灰色粘質土

⑩淡黄灰色小礫混砂質土

④黒灰色粗砂質土

②暗灰色茶斑混粘砂
④暗葉灰色粘質土

④暗灰掲色粘砂
⑮晴青葉灰色粘砂
⑮灰色砂礫
②暗褐色シルト

④茶褐色粘賀シルト
⑩ 暗灰色粘土

⑩灰黒色粘土

①暗緑灰色粘土

第6図 基本層序模式図 (1/40)
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6.遺 構。遺 物

7.備   考

である。

第3区―GL-0,93mの暗茶褐色粘質上で近世から中世の遺物がみられ、G

L-1.15mから約0.43mの厚さで堆積している暗茶掲色粘砂とその下部層で

ある茶褐色粘砂で弥生末から古墳後期にかけての遺物が出土している。

第4区一GL-1.lm前後の暗青茶色砂混粘砂上面が中世遺構面となる。ま

たGL-1.5～ 1.6mの暗褐灰色砂混シルト上面が古墳時代初頭の遺構面とな

る。そしてGL-1.9m前 後まで遺物の出上を確認することができた。

【近世】第1区 と第2区で遺構を検出している。第1区は南北方向の溝で幅

1.2mを測る。埋土は暗緑灰色粘砂と灰色細砂の2層に分けられ、遺物は上層

より出土している。第2区では南東から北西に伸びる溝とピットを検出す

る。溝は最大幅0,7m、 深さ0.25mを 測り、灰茶色粘砂を埋土とする。

【中世】第4区でのみ確認でき、東西方向の溝と土坑を検出した。溝は幅0.4

m、 深さ0。15mを測る。埋土は暗茶灰色粘砂で土師質の釜 (1)が出土して

いる。土坑は長御 ,95m、 短径0,75mを 測る。 (2・ 3)は第2区の茶灰色

粘砂～暗掲色粘砂から出上した瓦器椀と橋鉢である。

【7～ 8世紀】第2区で包含層を確認し、 (4)の須恵器杯Bが出土してい

る。

【古墳時代中期】第2区でピットを検出している。第2区より (5)の須恵

器杯身が出土。

【庄内期～布留期】遺物は全調査区で出土しているが、遺構を検出できたの

は第4区のみである。上坑 1基、ピット2基と焼上を確認している。第4区

では (8)の壷の底部が出土しており、 (6。 7。 9)の小型有段鉢、奏、

壷底部は第1区の暗淡灰色粘質ンルト、暗茶灰色粘砂でそれぞれ出土してい

る。

【弥生時代末期】全調査区で包含層を確認している。 (10)は第 4区で出

土した奏底部である。

本調査地の北側に面した道路部分において昭和61年度に当教育委員会は水

道工事に伴う調査で弥生後期、庄内～布留期、平安時代の遺構、遺物を検出

しており、今回の調査はそれらの南への拡がりを確認したものである。

(漕 )
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.遺構・ 遺物

藉柏59年度IP
市教委  |

―F=

平成 3年度
調査研究会

3 小阪合遺跡 (93判3)の調査

山本町南 7丁 目73番地

平成 5年 8月 26日

南山本小学校屋内運動場建設

現況はまだ既設建物が存在しているため、事業計画地の西側に2.8m× 3.5m

の調査区を 1カ所設定した。

地表下1.3mの暗褐灰色粘土が中世の遺構面となり、この遺構面構築層及び

下部層の暗灰色粘土層・暗灰色砂混粘土層において古墳時代初頭の遺物が出

土しており、古墳時代の包含層になるとみられる。

地表下1.25～ 1.3mの 暗褐灰色粘土上面で中世の水田面を検出した。水田面上

では人や動物の足跡等もみられ、また調査区南端では幅0.44m、 高さ0.13m

の東西方向の畦畔も確認している。畦畔は暗茶褐色砂混粘土で形成されてい

る。この水田面上部層の褐灰色粗砂は決水による堆積層とみられるが、この

層中より須恵器・土師器片が見つかつている。水田面以下の包合層からは古

昭和60年度

調査研究会

臨巧〆呵躊

昭和 59

羊競4年度甥

第8図 調査地周辺図
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第9図 調査区設定図 (1/2500)

①盛土
②旧耕作土
③嗜灰色砂質土
④灰色砂質土
③褐灰色粗砂
⑥暗葉褐色粘質土
⑦晴茶灰色粘砂
③嗜灰色粘土
③暗灰色砂混粘土
⑩灰色微砂
①灰色粗砂

第10図 基本層序模式図 (1/40)

式土師器が若千出土しているが、このうち

僅かではあるが、庄内式土器が含まれてい

た。

7.備  考

昭和63年度には当小学校の東北角の路上に

おいて行った下水道工事に伴う調査で地表

下1.7m付近で多くの古墳時代前期の遺物が

出土している。今回の調査でも同時期の包

含層が見つかつており、集落域が拡がるも

のと思われる。 (漕 )

Ｌ
一

①
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4、 小阪合遺跡 (93-413)の調査

1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

青山町 3丁目207

平成 5年 11月 10・

市立総合体育館建

4m× 3mの第 li

3.5～ 4.2mま で掘

第 1調査区―現況

る。遺物包含層は

層である褐灰粘土

出上していないが

灰色粘土を確認し

第 2調査区―現況

ではやや段差があ

7.39m)前後の褐ナ

水による堆積層と

市立総

4m×

3.5^レ 4

207

10・ 12

館建設

第 1調 :

で掘削

現況は

層は地

粘土で

ヤゝが、

1認 して

現況は '

|があり

の褐灰イ

層とみ

モ ヽ i
鮨59年度|

第 1調査

る。遺物

層であ

出上し

灰色粘

第 2調

ではや

7.39m)

水によ

ていないが

れ

下

が
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区と4m× 4mの第2調査区の 2カ 所を

調査を行った。

P+9.05mで、地表下1.5～ li7 mま で―

下1.8m(T+7.25m)の 暗灰茶色砂質

およそ0.35mの厚さで堆積している。以

表下2,lm前後では暗青灰色粘土を、そ

る。

P+8.92mで、地表下0,8mま で盛土され

約1.2mで旧耕作土がみられる。地表下

―灰色粗砂層から遺物が出土しているが

れる。下部層 (T+7.06m)は 奈良～平

昭和62年度
調査研究会

今回の調査地

イ卒度|■!聖型望

を  平成元年度
中調査研究会
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第11図
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第12図 調査区設定図 (1/1750)
第 1調査区

第 2調査区

①

+7.Om

+60m

①盛土      ①暗灰色シルト混粘土
②茶灰色粘砂   ③暗灰色粘土
③晴灰茶色砂質土 ⑩旧耕作土
④掲灰色粘土   ①暗禄灰色粘砂
③暗青灰色粘土  ⑫淡葉灰色微砂質土  ⑩灰色砂混粘土
⑥黒灰色粘土   ①明褐灰色微秒シルト  ⑩灰色細砂

第13図 土層断面図 (1/40)
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6.遺 構・遺 物

7.ま  と め

面となる。また、この遺構の構築層からは須恵器、土師器が出土している。

第 1調査区で確認された黒灰色粘土は地表下2.35m(T+6.57m)で みられ

た。

明確な遺構は第2調査区で検出した奈良～平安時代の水田面である。小さな

調査区のため畦畔は検出していないが、人や動物の足跡がみられた。

本調査地の周囲ではこれまで、区画整理事業や民間事業に伴う発掘調査を実

施してきた。その結果、弥生前期の集落、古墳時代の集落や墓域、鎌倉時代

の水田や建物跡が見つかつている。今回の調査では奈良～平安時代の水田が

見つかっており、また古墳後期相当層が確認されている。今後平面的な調査

を行うことにより、遺構の拡がりが認められるものと考えられる。 (清 )

―-11-―
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2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

5、 東郷遺跡 (93-192)の調査

東本町 1～ 4丁目

平成 5年 10月 18日 ～22日

道路築造

約 3m四方の調査区を7ケ所設定。地表下2.5m前後まで重機と人力を併用

して掘削。

確認した最も深い部分で、第 7グ リットのT P6.Omに なる。すべてのグ

リットに共通してT P6.6m～7.Omで、湧水層である灰白色粗砂層が堆積す

る。この上は北端の第 7グ リットを除いては、T P8.Om前 後まで有機物混

じりの粘土層、シルト層および粗砂層 との互層状の堆積がみられる。湿地状

の自然堆積と捉えられる。第 7グ リットではT P7.6m前後で弥生時代の遺

構面を確認している。 この上には第 1グリットから第 4グ リットまでは,

T P8,9mま で、 近世陶磁器を含む粘土、粘質土層が堆積する。これは一

部、畦畔などもみられ、水田となる可能性がある。第 4グリットでは畑の畝

日
日iT H
躙                                  〔:::::i:i::!::]  |

今 回の調 査地
111と』1」コ JI 十

第14図 調査地周辺図 (1/5000)
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畦状の遺構がみられた。第5グ リット～第 7グ

リットではT P8。lm～ 8.5mで近世の井戸、土

墳等のきりこむ面を確認した。

6.検 出 遺 構

主に遺構の検出できた第 5グリットから第 7

グリットについて述べる。

〔第 5グ リット〕

地表下1.08m、 T P8.lmの褐色斑緑灰色粘

土層上面で不整方形を呈する土墳を検出し

た。最大辺1.2m、 最大の深さは0.2mを 測

る。埋土は上層は暗灰色粘砂層、下層は灰色

小礫混砂層である。近世陶磁、巴文軒丸瓦、

桟瓦等が出土している。

〔第 6グリット〕

地表下0.85m、 T P8.3mの茶褐色斑暗灰緑色

炭混粘砂層上面で土娠 2基、溝 1基を検出し

た。また、この下の地表下1.Om、 T P8.15m

の褐灰色砂質シルト層上面でピット4基、溝

1条を検出した。いずれも近世の新しい段階

の遺構である。詳細は一覧表に掲載した。

〔第 7グ リット〕

地表下0,85m、 T P8.5mの淡灰茶色砂質土上

層面で土墳 3基、溝 1条、樋管 1基を検出し

た。いずれも近世の新 しい段階の遺構であ

る。また、地表下1.2m、 T P7.7mの灰白色シ

ルト混粘砂層上面で土墳 1基、ピット3基を

検出した。このうちSP2からは弥生式上器

畿内第Ⅳ様式に位置付けられる水差形土器が

出土した。この遺構の上に載る層からは弥生

土器片等は確認できず、包含層の状況は不明

である。ただ、TP7.9m前後の褐色粘砂層

から近世陶磁とともにサヌカイト製の石器の

t

と
、
お
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第 6グ リット

近世第 2遺構面

①盛土

②黄掲灰色粘性砂質土

③黄褐茶色粘質土

①暗黄褐色粘砂
⑥暗黄褐色粘性砂質土

8そ侵憬罠篭駐砂}近世包含層

息 拿ξ:ξをЗ::ISKO:il世

包含層
⑫茶褐色斑暗灰緑色炭混粘石
①灰青色粘質土

①茶褐色斑灰青色シルト質粘土

①褐灰色砂質シルト

①暗灰色シルト質粘砂
(シルト質砂ブロック状混入)⑦ 暗灰色粘土

①灰白粗砂

近世第 1
遺構面
~~ ――TP+8.Om

SD2‖

 c⑥～‐SPl
SP2
°°
SP 3

0          2m

④暗奈灰色粘砂
?⑤ 淡黄緑色粘砂
⑥淡灰茶色炭混砂質土

⑦淡茶灰色粘砂
③淡灰黄色粘砂
③褐灰色微砂質土
⑩褐色粘砂
③オリープ灰色粘砂
⑫淡灰色粘砂

第17図 第 6グ リット、第 7グリット平面・土層断面図 (1/40)

第 7グ リット

近世
遺構面

①盛土
②嗜葉灰色粘砂 (現代カクラン)
③淡灰緑色砂質土 (近世包含層)

⑭淡茶灰色猫質土

⑦灰色粘土

①灰白色微砂層
①灰白色シルト混粘砂
⑫黄灰色シルト
⑬暗灰色砂混粘土

⑩晴灰色粘土

⑩暗灰色粘土とシルトの互層
④灰褐色粗砂 (細砂混)
⑫灰色シルト (細砂混)
④灰黒色粘土SK l
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グリッ ト名 ベース面 遺構名 遺構形J
他

最大長

(幅 辺 )
最大深さ 埋 土 出土遺物

第 6グ リット 茶褐色斑暗灰緑
色粘砂層

土装 1 不明 2.3m
以上
06m 上層 淡暗灰緑色粘土

下層 灰茶色砂混強粘土・灰
茶色有機物混粘砂

近世陶磁器、種子 (桃 )、 瓦

土装 2 不明 ｍお

上

１

以
065m 上層 暗仄緑茶色有機物混粘

質土

下層 灰色有機物混強粘土

土師質陶器、近世陶磁器、瓦

溝 1 北で拡がる 064m 026m 灰色有機物混粘土 瓦器、桟瓦、漆器椀

褐灰色砂質シル

ト層

溝 2 南北直線

方向
07m 016m 褐色斑灰色粘土 土師質陶器、瓦 ?

ピット1 円形 034m 017m 褐紫色砂質シル ト 須恵器片

ピット2 円形 0,18m 015m 灰色強粘土

ピット3 円形 02m O t19m 灰色強粘土

第 7グ リット 淡灰茶色炭混砂
質土層 紳

鱒
屈曲部分に、

泥落としの衛

を設置する。

054m 18rn 暗青仄色粘土

溝 2 南北直線方I 054m 0 1m 淡茶褐色砂質土

土城 1 円形 ? 064m 006m 淡灰燈色粘砂 桟瓦、土師質陶器、近世陶磁器、
瓦質土器

土壌 2 不整円形 0,8m 0.15m 淡灰燈色粘砂 近世陶磁器、瓦器、桟瓦

土抜 3 不整楕円 0.66m 008m 淡灰燈色粘砂

灰自色ンル ト混

粘砂層

土城 1 方形 ? 084m 012m 淡仄色粘質土・暗淡灰色粘質
土 (内側)

ピットェ 円形 046m 008m 黄灰粘土混シルト 土師器片

ピット2 円形 036m 013m 暗責灰色シル ト混粘土 水差形土器

ピット3 円形 04m 012m 淡仄色粘質土

第6グリット・第 7グ リット検出遺構一覧表
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の剥片が出土した。水差形土器は体部最大径が下半

にあり、やや腰の張るプロポーションである。把手

のとり付いた痕跡がみられる。外面下半にヘラミガ

キ、内面下半にハケメを施す。外面上半は摩滅が著

しく調整を観察し得なかった。

0               10。 m

第18図 水差形土器実測図 (1/4)

7.備 今回の調査では、調査地の南側で、近世の水田状の土層、中央から北側では

集落の遺構を確認した。南に接する成法寺遺跡では中世から近世にかけての

集落の遺構が検出されている。本調査においても、中世の遺構の検出に努め

たが、確実な遺樽面は確認できなかった。ただ、近世陶磁とともに瓦器片、

白磁片なども出上していることから、近世段階での削平をかなり受けてはい

るものの、一部残つている可能性がある。また、第 7グ リットでピット内か

ら出上した弥生土器は注意される。東郷遺跡の中央部では、頭著な弥生時代

中期の遺構は確認されていない。今後、その拡がりを確認する上でも、今回

の調査成果は貴重な資料となる。 (吉田)

大阪府教育委員会  「成法寺遺跡発掘調査概要Ⅵ』 1992年

入尾市教育委員会  「平成 3年度発掘調査報告書 I』  1992年

註 1
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6、 中田遺跡 (92-598)の調査

中田 1丁目～4丁目

平成 5年 3月 11・ 12・ 16日

公共下水道工事

人孔部分 (1.5mXl.5m)7カ 所で、各々約2mま で掘削し、遺構・遺物の

有無を確認した。

〔No5人孔〕一遺物がGL-0.75mの明褐色粘砂からみられる。GL-0.9

～1.4mの淡褐灰色粘砂～砂質土では瓦器、須恵器、土師器の細片が出土し

ている。また、粘質シルト層を挿んでGL-1.65m前後の灰白色粘土でも瓦

器片が出土しており、その下部層では無遺物層である褐色細砂層が堆積す

る。

〔No6人孔〕一GL-0,65mの暗茶灰色粘質土では須恵器の甕、土師器の杯

の破片など7～ 8世紀頃とみられる遺物が出土しており、その下部の明褐灰

色粘砂上面では溝を検出している。GL-1.15mの暗褐色砂質土では日縁端

川
・ =(

i昭和62年度
1調査研究会

盤 =≧
≧著象皇
年度
尊軍

瑠聞纏魏藝̈ 蕪凛鄭登首嗣
調査地周辺図 (1/5000)
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6.退 構・遺 物

部が肥厚している布留式期の奏などが出土しているが、下部層である褐色シ

ルトからは甕と思われる須恵器片や土師器の高杯など古墳時代中期から後期

に位置付けられる遺物が出土していることから天地返しが起こっており、整

地層とみられる。そして、GL-1.45m前 後以下の灰色粘質土と暗青灰色粘

土では布留式期の奏や高杯の脚部、重の胴部などが出上している。この下部

の黄褐色粗砂質土は固く締まっており、遺構面となる可能性がある。

〔No7人孔〕一旧耕作土下の暗茶灰色粘質土から遺物はみられるが、土師器

の細片が多い。GL-1.7mの責褐色ンルトでは布留式期の遺物が若干出上

しているが、No6人孔と比較すると遺物の時期幅、量とも乏しいものとなっ

ている。

〔Nol人孔〕一GL-1.3mの 暗褐色砂礫混粘質土を切り込む淡灰色炭混粘

質土では須恵器の杯蓋片や土師器を含んでいる。このベース層中からはV様

式系の甕片や庄内甕片などが出上しており、この下部の淡褐灰色シルト上面

には炭化物が多くみられ、土坑状遺構を確認している。土坑は一部区外へ伸

びるが短径0.45m、 長径 (検出部)0.5m、 深さ0,7m以上で、坦土は2層に

分けられ、庄内奏片、石器剥片が出土している。

〔No3人孔〕一GL-0.9mの淡茶灰色粘砂から土師器細片みられ、その下

部の淡茶灰色砂混粘砂上面ではピットを1基検出している。

〔No4人孔〕一GL-0.95mの暗褐色粘質土では土師皿、瓦器、須恵器の砕

片がみられ、この下部灰褐色粘質土では瓦器椀片が多く出土する。そしてG

L-1.2mの褐灰色粘質土上面で井戸を検出する。井戸の詳細については後

述する。GL-1.45～ 1.8mの淡灰色粘土～灰色粘上では8世紀頃に比定でき

る土師器や須恵器片が出土している。

ここではN04人子とで検出した井戸について記述する。井戸はGL-1.2mの

褐灰色粘質土上面で検出した。遺構の東半分は調査区外に伸びるため正確な

形状はつかめなったが、ほぼ円形を呈するものと思われる。径約0,75m、 深

さ0,93mを測り、素掘りで枠などはみられなかった。内部は上層の淡灰褐色

粘質土、下層の暗灰色粘土に分層でき、下層には炭化物が含まれていた。出

土遺物は上層で瓦器椀 (1～ 8)が多く出土しており、他に瓦器皿 (9)、

須恵器 (10)等が出上している。下層では羽釜 (11,12)、 平瓦 (13)や土

師皿、杯等がみられ、また図化していないが焼けた痕跡のある平瓦が2点出

土している。このうち 1点は恨j面をヘラ削りして整えており、 1枚作りとみ
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7.備

られ、もう1点は側面に分害J破面を残しており、桶巻き作りの可能性が高

さて、次に丼戸の時期を検討してみる。上層で出土している瓦器椀は見込み

部の暗文が格子状ミガキと平行線状ミガキの2種類があり、高台も断面三角

形のものと台形のものが共存している。内面のヘラミガキは比較的密に施さ

れているが、外面は上半部を粗雑にヘラミガキを行い、下半部にはヘラミガ

キは殆どみることはできず、指頭痕が残る。このようなことから尾上編年の

Π-2期からⅡ-3期に属するものと思われ、12世紀中葉から後半にかけて

の年代を考えられる。また下層出上の羽釜についてはいずれも「く」の字に

外反する日縁端部をもつもので、 (11)1ま内外面とも2次的に過熱を受けて

調整がはっきりしないが外面にヘラケズリが観察できる。 (12)は 内面が乎L

褐色を呈し、横方向のハケメ調整を施している。これらから森島氏による型

式分類のAお よびB型式に分類でき、12世紀中葉から後半にかけての時期の

該当するとされる。以上から丼戸の上層と下層については大きな時期差は認

められず、平安時代末頃に用いられ、短期間で廃絶されたものと推定されよ

う。

調査地の北側で平成 4年度に鎌倉時代初頭の遺構面を検出し、軒九瓦と帯金

具状製品が出土している。また南側では中田遺跡調査会によつて寺院の存在

が推定されている。今回の調査は、時期的にこれらの調査成果との関連が推

定され、寺院あるいは屋敷等の存在を裏付ける結果となった。  (清 )

1)尾上 実「南河内の瓦器刺 F藤沢一夫先生古稀記念古文化論叢』1983年

2)森島 康雄「中河内の羽釜」 F中近世土器の基礎研究ⅥJ 1990年
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第21図 出土遺物実測図 (1/4)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.調 査 概 要

7、 中田遺跡 (93-289)の調査

入尾木北 5丁 目地内

平成 5年 10月 13日 ～16日 、H月 22日

公共下水道工事

N02、 No3、 No4、 No6、 No7人孔設置に伴う遺構確認調査。地表下2.5m

前後まで重機と人力を併用して掘削。

〔N02人孔〕地表下1.84m～ 2.36m(T P8.16m～ 8.68m)で庄内式土器を

密に含む層を確認した。この層は中間に遺物を含まない有機物混灰紫色粘土

をはさんでおり、上層は暗灰紫色え混粘土で、下層は緑灰白色強粘土層であ

る。遺物は下層で特に密にはいつており、特に上面付近および下方の砂のや

や多くなる部分に集中する。一個体がその場で潰れた状態で出土しているも

のも多くみられた。この緑灰白色強粘土層は北壁で西側で高まっており、対

応して有機物層も消えている。このような土層の堆積状況から、この層は西

側から落ち込む大溝もしくは落ち込み等の埋土である可能性が高い。

平成元

調査研究会

元年度1 
鰯

膚

．Ｅ

Ｅ

邑

一仰！‐帥
ユ全喜こI事

全昭和58年

第22図 調査地周辺図 (1/5000)

日
早

EEm調査研究会

嘲醐
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コ

コ
第23図 調査区設定図 (1/2500)

No3人孔では淡灰緑色シルト質粘質土層を確認しており、この層と対応してくる可能性がある。い

ずれにしても遺物の出土状況から、包含層の遺物とは考えにくく、なんらかの遺構に伴う遺物と考

えられる。ここでは、この層の出土遺物を、便宜上S Xol出 土遺物と仮称し、別項で取り扱いた

い。

〔No3人子L〕 地表下14m～ 1.7m、 T P9。22m～ 8.92mで褐色斑灰紫色炭混粘土の高まりを確認し

た。水田の畦畔等になる可能性があるが、判然としない。また、この上の褐色斑緑灰白色シルト質

粘砂層にも褐灰色粗砂層が足跡状にブロックで入つており、水田面となる可能性がある。遺物は

まったくみれず、時期は不明である。

〔No4人孔〕地表下0.7m(T P9.7m)の褐茶灰白色炭混粘質土層上面で畦畔状の高まりを確認し

た。褐茶灰白色炭混粘質土層は土師器小片を含み、この下の褐色斑緑灰色砂質シルト層は瓦器小片

を含む。地表下1.3m(T P9,3m)の 褐色斑灰白色強粘土層上面でも足跡状の粗砂層の落ち込みが

みられ、水田面となる可能性がある。

〔No6〕 地表下1.34m(T P9.36m)で水田面になる可能性のある灰色粘土層を確認した。また、

地表下1.lmの褐灰色砂混粘土層には土師器小片が含まれている。

〔No7人子L〕 N03人孔の南側にあたる人孔である。層序はほぼNo3人子とのそれと共通する。N03人
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菱 広日壷 直口壺 複合口縁崖 小型重 卜型精製重 高杯 小型器台 山陰系器七 製塩土器 計

上層 0 0 0 0 2 1 0

下層 63 3 3 1 3 9

計 3 3 1 4 3 9 2 1 104

〔SX01器種別個体数一覧表〕

孔で確認した畦畔状の褐色斑灰紫色粘土も地表下1.7m～2.Om、 (T P8.92m～8.62m)で確認

している。No3と異なるのは、この下に暗仄色粘土が堆積することで、土師器片を含む。

6.SX01出土遺物

ヨンテナ 3箱程出土した。甕 (1、 3～ 14)、 広口重 (15、 16)、 小型壼 (17、 18)、 直日重

(19～ 21)、 複合日縁重 (22)、 精製の小型壺 (23～ 25)、 高杯 (26～ 31)、 小型器台 (32～

36)、 ミニチュアの鼓形器台 (37、 38)、 製塩土器 (39)がある。 1～ 3、 37が上層の暗灰紫色

砂混粘土、他が下層の緑灰白強粘土の出上である。奏はほとんどが河内型庄内奏とされるもの

で、日端部を上方につまみあげぎみに収めるもの (1、 3、 4、 6、 8、 9、 11、 13、 14、 )、

内面をやや肥厚させるもの (5)、 そのまま九く収めるもの (10)、 外方にややつまみだすもの

(12)な どがある。内面のヘラケズリはほとんどが頸部の屈曲部まで行っているが、屈曲部のや

や下に留まるもの (12)も ある。また、日縁部が内湾し、端部が内側に肥厚する布留式奏の範中

に入るもの (7)も 1点出土している。14は全形のわかる庄内甕で球形に近い体部に、鋭く屈曲

する日縁がつく。日端部外面に明瞭な面をもつ。外面はタタキののち細筋のハケメを中位のやや

上まで施す。16は淡乳灰色を呈する広口壺である。底部に焼成後の穿孔がある。18は体部外面に

ススが付着しており、小型の奏になるかもしれない。19～21の直口壷は概ね暗橙褐色を呈する、

精製品である。23～ 25は橙灰色から灰茶色を呈する精製の小型壼である。布留式の小型九底重の

祖形となる日縁部のやや内湾するタイプである。24、 25は底部を中心に破損しており、人為的な

打ち久きであるかもしれない。高杯は杯部が椀状のもの (26)、 外折して開くもの (28、 29)、

2段に屈曲して開くもの (30、 31)がある。26、 29～31は暗橙褐色から淡赤橙色を呈する精製品

である。小型器台は口縁部が若千たちあがるもので、橙色系の精製品である (33～ 36)。 33は杯

部が下層から、脚部が上層から出土している。37、 38は山陰系の鼓形器台のミニチュアで、乳白

色を呈し、胎土は粗い。形態的にほとんど同じタイプであるが、上層から出土した37は、内面全

体にミガキを行なっているのに対し、38は下半部にヘラケズリを行なっている。39は製塩土器の

支脚部である。淡赤橙色を呈し、胎土は非常に粗い。40は 2段に屈曲する高杯の杯底部である。

周縁をきれいに打ち欠いている。祭祀に伴うものか、蓋などに転用されたものかは判然としな

セヽ。
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以上からS Xol出土土器は、庄内式の新段階から布留式の最古段階に位置付けられよう。次に器

種別の数をだしてみた。実測した個体を含め、日縁部破片について計数を行なった。一括資料では

ないため、自ずと限界があるのだが、ある程度の傾向はとらえ得るのではないかと考え、あえて行

なってみた。器種別の比率は奏力屯7%、 重が14%、 高杯及び器台が18%である。この比率は通常の

集落の様相と変わりない。しかし、壺、高杯、器台などの出土状況は特異なものがある。まず注意

されるのは、高杯、器台などは杯部と脚部が割れて離れた状態で出上しているものが多いことで

ある。また、16の壷は底部に焼成後の穿孔を行なっている。23、 24の小型九底壼も底部を打ち欠い

ている可能性がある。また、山陰系のミニチュアの器台 (37、 38)や製塩土器片 (39)も 出土し

ており、集落で日常使用されていた土器の様相とはやや質を異にする。土器を打ち害よつて投棄す

るなんらかの祭祀的行為のあった可能性も考えられる。具体的には大型の広口壼などは穿孔を行な

い、小型の精製重は底部を打ち欠き、高杯、器台などは、接合部で打ち割るなどしたのちに、投棄

しているものと思われる。また、高杯、器台の杯底面や直口壺の日縁内面には摩滅、剥落の痕の認

められる個体があり、使用痕を留めるものかもしれない。さらに、上層と下層で接合できる個体が

みられた。23は上層と下層で杯部と脚部力潮Uれて出土している。同様に301よ杯底部が上層から、杯

口縁が下層から出上している。厚さ15 calの有機物を含んだ間層をはさんで接合した資料だけに興

味深い。上層と下層の上器は時間差はあるが、同時期の一連の祭祀行為のなかで投葉された可能性

がある。このような想定が許されるなら1永 これらの土器は一時期共存する資料と捉えられよう。

しかしながら、当資料は下水道工事の人孔部の調査であるため、遺構の輪郭を確認できず、土層堆

積状況と遺物の出土状況からのみの所見という弱味がある。ここでは可能性を指摘するに留め、今

後の資料の増加を待ちたい。

7.ま  と め

本調査地の東側に接する南北方向の市道でも、下水道工事に伴う調査で弥生時代前期から平安時

代の遺構、遺物が確認されている。古墳時代前期の包含層もT P8.5m前後で確認されているが、

遺構は確認されておらず、遺物量も少ない。N02人孔のすぐ東側でも人孔の調査がおこなわれてい

るが、主に弥生時代中期の遺構が確認されているのみである。しかし、今回の調査の成果は、非常

に密度の濃い古墳時代初頭の集落の拡がりを伺わせるものであった。調査地西側では水田面かと思

われる土層も確認しており、今後の周辺の調査が注意される。 (告田 )

註1(財)人尾市文化財調査研究会『平成4年度人尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅱ』1992年
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遺物観察表

ξ号 器種 部位
法 量 (cm)
径  現高

形 態 調 整   文 様 色  調 焼成 胎  土 残存率 備 考

1 甕 口縁 部 口端部やや上方につま

みあげ気味で、外面に

面を持つ。

口縁部内外面 ナデ 暗灰茶色 硬質 やや粗 口縁約
1/4研司

L層 出土

底部 a3 底外面 板ナデ
内面  板ナデ

淡仄茶色 硬質 粗 底部約
1/2

上層出土

3 口縁都 日端部は上方につまみ

あげ、外面に面を持つ。

日縁部内外面

体内面

デ
ズ
ナ

ケ
灰茶褐色 硬質 粗 口縁

約 1/4

上層出土

4 日端部は上方につまみ

あげ、外面に面を持つ。

口縁部外面 ナデ
内面 ハケメ

体外面   タタキ
内面   ケズリ

淡灰茶色 硬質 普通 縁

μ

口
約

日縁外面
―スス付

着

5 日端部は外面にあま▼

面を持つ。

口縁部内外面

体内面

デ

ズ

ナ

ケ
黒灰色 硬質 良 口縁

約 1/4
外面―ス

ス付着

6 口端部は上方につまみ
あげ、外面に面を持つ。

日縁部内外面 ナデ
体外面    タタキ
内面    ケズリ

黒灰色 硬質 やや粗 約二/4 外面―ス

ム付着

7 152 口縁部はやや内湾気味

で、端部は内面で肥厚。

肩部はやや張る。

日縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ
内面    ケズリ

灰黒色 やや
硬質
やや粗 約 1/4

8 275 口端部は上方へつまみ
あげ、外端部は凹線状

に凹む。

口縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ
内面    ケズリ

灰茶褐色 硬質 普通 口縁

約 1/4
外面―ス

ス付着

9 日端部は上方につまみ
あげ、外面に面を持つ。

口縁部内外面 ナデ
体内面    ケズ リ

暗灰茶色 硬質 粗 日縁約

v4弱

日端部はほぼ九 く収め

る。

口縁部内外面

体内面

デ

ズ
ナ

ケ
乳 白色 やや

軟質
やや良 口縁約

1/5司司

外面―ス

ス付着

11 口端部はほぼ丸く収め
る。

口縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ
内面    ケズリ

茶灰色 硬質 粗 口縁約
1/6弱

外面―ス

ス付着

12 口端部は外方にややつ

まみだし、面を作る。

体内面 頸部のやや下まで
ケズリ

他はナデ

乳白色 やや
軟質
組 口縁約

1/5可尋

回端部は上方につまみ
あげ、外面に面を持つ。

口縁部内外面

体内面

デ
ズ
ナ

ケ
淡灰茶色 硬質 やや粗 日縁約

1/4弱

ほ 1ま

完形

195
全高)

体部最大径はほは中位

にあ り、体部は球形で、

日縁部は鋭 く屈折 し、

日端部は外面に明瞭な

面を作る。ゥ

日縁部内外面 ナデ
体外面上半  タタキのち

中位のやや上まで
ハケメ

下半  タタキ
体内面    ケズリ

黒灰色 硬質 粗 外面―ス

ス付着

壬堕 口縁 ～

肩部

日縁部は外上方にまっ

す ぐたちあが り、日端

部は外面にあまい面を

持つ。

日縁部内外面 ナデ
体外面    タタキ
内面    ユビナデ

ユピオサエ

淡乳橙色 嬬
鞭

やや粗 口縁

約1/2

体部

約V4

ほは
完形

242 口径は体部最大径の3/4

弱。やや下膨れ気味の

体部を持つ。日縁は屈

曲し、日端部は下方に

ややつまみだ して外面

に面を持つ。

口縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ
内面 頸部のやや下付近
までケズリ

淡乳灰色 やや
軟質
やや粗 底部に 1

om未満ク

焼成後¢

穿孔
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辟号 器種 部位 ｍ
蠣
量法

径
形 態 調 整  文 様 色   調 焼成 胎 土 残存率 備  考

17 小型三 日縁 ～

体部

日径 と体部最大径はほ

Iま同 じ。
日縁は屈曲してたちあ
が り、口端部は外面に

面を持つ。

口縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ、

ヘラミガキ

体内面   ハケメ、ナデ
ユビオサエ

灰橙色 普通 やや粗 日縁～

体部

約 1/5

口径は体部最大径の2/3

程度。やや内湾気味に

たちあが り、端部は九

く収まる。

日縁部内外面 ナデ
体外面    ハケメ
内面    ケズリ

淡乳橙色 硬質 やや粗 日縁

約 1/4

体都約
1/2弱

体外面―

スス付着

直日壼 体部 体外面上半 ヘラミガキ
下半 ケズリのち
ヘラミガキ

体内面   ユビオサエ
ハケメ

暗橙褐色 硬質 良 都
ぉ
体
約

口縁 ～

肩部

肩部は張る

日縁部は外上方にまっ

すぐのび、端部は九 く

収める。

口縁部外面 ヨコヘラミガ
キのちタテヘ
ラミガキ

体外面  ハケメのちヘラ
ミガキ

体内面  板ナデ、
ユビオサエ

暗栓褐色 硬質 良 縁、
部

い

日

体

約

完形 肩部から腹部が強 く張
る。体部に、外上方に
のびる口縁部が付 く。

日縁部内外面 ヘラミガキ
のち放射状暗文

体部外面上半 ヘラミガキ
下半 ケズリのち
ヘラミガキ

体部内面  ハケメ、ナデ

暗橙褐色 硬質 良

日合

壼

複

縁
日縁部 凝口縁はやや外反気味

にたちあが り、日端都
は外面に面を持つ。

内外面 ヨコ方向ナデ 暗茶褐色 硬質 組

小型豆

(精製 )

完形 775
(全高)

日径 と体都最大径はほ

IF同 じ。
日縁は内湾気味にたち

あが り、端部は外方へ

ややつまみだす。

口縁部内外面 ナデ
体外面  タテハケメのち

下半はケズリ

体内面  ハケメ、ユビナ
デ、ユビオサエ

暗淡橙色 ヽ
　

質

通

や
軟

並
日
や

やや良

24 口縁～

体部

回径 と体部最大径はほ

Iま同じ。
日縁部はやや内湾気味
ちあが り、日端部は内

側で面を持つ。

日縁部外面 ヨコヘラミガ
キ

ロ縁部内面 放射状暗文
体外面上半 ハケメのちヘ

ラミガキ

体外面下半 ケズリのちヘ
ラミガキ

淡橙灰色 やや
軟質

良 日縁 ～

約 1/3

体部

ほtF

残存

日縁部外

面―スス

付着

回径は体部最大径より

小 さい。日縁部は外上

にまつす ぐたちあが り、
日端部は外方にやや肥

厚。

口縁～肩部外面 ナデ
ロ縁部内面 放射状暗文
体外面   ヘラミガキ

淡灰茶色 硬質 良 口縁ヽ

体部

約 1/3

高杯 杯部 椀状の杯部を持つ。
日端部は九 く収める。

外面 ヨコヘラミガキ、下

方はタテヘラケズリ
のちヨコヘラミガキ
ヨコヘラミガキのち

放射状暗文
内面

暗淡橙色 硬質 普通

脚部 脚台宿
150

短い脚柱部に、大 きく

拡がる脚台部が付 く。

脚柱部外面  ヨコヘラミガi
内面 ナデ

脚台部外面 ハケのち
ヨコヘラミガヽ

内面 ハケメ

乳白橙色 非常に

軟質

やや粗 脚台部

約 1/3

-31-



辟号 FF種 部  位 ｃｍ

高

歎

現

法

径
形 態 調 整 ・ 文 様 色   調 焼 成 胎 土 残存率 商  考

高 示 杯部 唯
跡

屈曲し外上方へ大きく

拡がる。

杯上半部外面 ハケメのち
ヘラミガキ

杯底部外面  ケズリ
内面     ハケメのち

放射状暗文

淡乳橙色 軟質 やや粗 部

ｙ

杯

約
上層 と下

層で接合

29 略
婢
855 屈曲し外上方へ伸びる。 杯上半部外面 ヘラミガキ

杯底部外面  ケズリ
体内面    ハケメのち

放射状暗文

暗橙褐色 硬質 非常に

良

部

ぃ

杯

約

径

お

口

２０

郭部は2段に屈曲し、
日端部は上方へたちあ
げ、外面にあまい面を
もつ。

郭上半都外面 ハケメのち
ヘラミガキ

杯底都外面  ケズリのち
ヘラミガキ

内面    放射状暗文、
ヨコヘラミガキ

淡赤橙色 硬質 良

径

“

口

２２

杯部は 2段 に屈曲し、
日端部は上方へややオ

ちあげ、外面にあまし

面を持つ。

不上半部外面 ハケメのち
ヘラミガキ

杯底部外面  ケズリ
内面    ヘラミガキの

ち放射状暗文

橙褐色 硬質 やや良 部

幣

不

約

小型器

台

脚 部 ぞ台

Ю

却

２

面

面

外

内

ヨコヘラミガキ
ナデ

淡赤色 軟質 非常に

良

部

い

脚

約
脚部

穿孔あ り

宿台

る

即

Ｈ

脚部外面 タテヘラミガキ
のちヨコヘラミガキ

脚部内面 ナデ

淡橙色 硬質 艮 部

ψ

脚

約

外 部 略
画

杯底部外面 ケズリ
脚柱部外面 ナデ
内面 ケズリのちナデ

暗灰褐色 普通 やや粗 口縁部

約 1/3

脚 部 台

“

卿

Ю

脚部は外方にまっす ぐ

開く。杯部は内湾気味

にたちあがる。

杯部外面 ヘラミガキ
脚部外面 タテヘラミガキ
のちヨコヘラミガキ

脚部内面 ハケメ

淡橙色 硬質 良 部

幣

脚

約 あ
部
孔
脚
穿

不部～

脚都

卿台ぞ
)3

脚部は外側にまっす ぐ

開く。杯部は内湾気味
にたちあが り、日端都
はやや上方にたちあげ
て外面に面をつ くる。

杯部外面 ケズリのちヘラ
ミガキ

杯部内面 放射状暗文
脚部外面 ヨコヘラミガキ
内面 ケズリ

橙色 軟質 やや良 脚部

穿孔あ り

上層 と下

層で接合

山陰系
改形器

台

ヽ部

部
受
脚

山陰系の改形器台の ミ
ニチュア。

受部はやや外反気味に

たちあがる。

鋭い陵を持つ。

外面    ヨコ方向ナデ
受部内面  ナナメ～ヨコ

ヘラミガキ

脚部内面  タテヘラミガ≒
中軸部内面 ナデ

乳灰白色 やや軟 やや粗

中軸部
～脚部

山陰系の鼓形器台のミ
ニチュア。

鋭い陵を持つ。

外面   調整不明
内面上半 ナデ
下半 ケズリ

淡乳灰色 硬質 粗 約 1/3

塩

器

製

土
支脚部 調整不明 淡赤橙色 きわめi

軟質
非常に

粗

高杯 245 高杯の郭底部。
周縁部を人為的に打ち

欠 く。

杯部外面 ヨコヘラミガキ
内面 放射状暗文

脚部外面  タテヘラミガキ

暗灰乳橙

色

硬質 やや良 不底部
～脚部
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1.調 査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.調 査 概 要

器馨∵協腿二

8、 中田遺跡 (93-355)の調査

中田 1、 3丁目

平成 5年11月 12、 30日 、12月 3、 6、 7、 16日

公共下水道工事

中田 1丁目地内については、No2～ N07の人孔について、中田3丁目地内に

ついては、No9、 No10の人孔について、地表下2.5m前後まで重機と人力を

併用して掘削。

〔No5人孔〕東西線の西端の人孔である。地表下1.Om～ 1.18m(T P8.35

m～8.53m)で古式土師器小片を含む淡茶灰青色粘砂層を確認した。また地

表下1.5m以下で灰白色粗砂層を確認している。

〔No4人孔〕地表下2.5mま で盛土層であつた。

〔No3人孔〕地表下1.3m～ 1,44m(T P8.25m～ 8.2m)で 6世紀代の須

恵器を含む茶灰褐色炭混粘性砂質土層を確認した。また、No5人孔で確認し

たのと同様の灰白色粗砂層を、地表下1.8m以下で確認した。

| |′  :|‖

平成 5年度

VI円脚|1剛「 平成元年度レ 平成 2年度

欝li儡!浴
第27図 調査地周辺図 (1/5000)
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キ 日日

6.ま  と め

第28図 調査区設定図 (1/5000)

m)で 土師器片を含む褐色粘土層及び褐灰白色粘砂層を確認した。

〔No9人孔〕中田3丁目地内の南北線の交差点の南側の人子とである。地表下

1.36m～ 1.52m(T P8.78m～ 8.62m)で瓦器片、土師器小片を含む黄灰褐

白色粘性砂質土層を確認した。またこの層をきりこむ土坑状の遺構を確認し

ている。この下の地表下1,52m～2.Om(T P8.62m～ 8.14m)で は、灰茶

白色粘質土層をきりこむ土壊状遺構を断面で検出した。埋土には庄内式上器

小片が含まれている。

中田 l丁目地内では、古墳時代後期の包合層の拡がりをある程度確認できた

が、庄内式期のそれははっきりとは捉えることができなかった。No2人孔で

確認した粗砂層は、東側でも確認されており、幅6Clm以上の自然河川があっ

たようである。青山町3丁目地内でも確認されており、これとつながってく

No 9

No10

〔No2人孔〕地表下1.5mま では、盛

土層であつた。これより下は地表下

2.4mま で灰白色系の粗砂層であつ

た。

〔No6人孔〕南北線の北側の人孔で

ある。地表下1,44m～ 1,74mで (T

P8.48m～ 8.18m)で須恵器、土師

器片を含 む褐色粘質土層及び褐灰色

小礫混粘砂層を確認した。ここでは

地表下1,95m以下で、No2人孔と同

様の灰白色粗砂層を確認している。

〔N07人孔〕南北線の南側の人孔で

ある。ここでは盛土層は地表下1.2ま

でに留まり、比較的、旧の地層の残

りが良かつた。地表下1,3m～ 1.5m

(TP8.78m～ 8,58m)で瓦器片、土

師器片を含む灰茶白色粘砂層を確認

している。また、この下の地表下

1.58m～ 1.9m(T P8.5m～ 8.18

る可能性がある。
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4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

9、 西郡廃寺 (92-414)の調査

幸町3丁目～4丁 目

平成 5年 1月 22日

公共下水道工事

下水道工事の人孔部分 (2.4m× 2.4m)を対象として地表下2.2m前後まで

掘削、調査を実施した。

既に水道管やガス管が埋設されており、0.7～ 0.95mは攪乱されている。し

かしGL-0.45m付近に一部旧耕作土が残存していた。1遺物包含層はGL―

0.85m前後の灰黒色粘砂で平安時代前半期の遺物が出土しており、この下部

の暗黄緑灰色微砂質土～シルトが第 1遺構面となる。第 1遺構面のベースか

らは須恵器の養・蓋杯、土師器などの砕片が出土している。そしてGL-1.2

m前後の暗褐灰色微砂質土～淡緑灰色砂質土が第2遺構面になる。第2遺構

面ベースからも須恵器 ;土師器の砕片を若干出土し、GL― h45m前後の淡

灰褐色粘土～暗褐灰色粘土が第 3遺構面となる。GL-1,75m前後以下には

調査地周辺図 (1/5000)
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6.遺 構・退 物

7.備

淡黄褐色粘質シルト、暗灰色粘土がみられるが遺物等は確認していない。

〔第 1遺構面〕ピット2基と土坑 2基、溝 1条を検出した。また北壁断面で

未検出の上坑 2基を確認した。

SP l―径0.35～ 0.45m楕 円形・深さ0.08m・ 埋土=暗灰色粘質土

2-御 .45mの 円形・深さ0.14m・ 埋土=暗灰色粘上、須恵器片出土

SKl-0.55m以上Xo.33m以上の方形あるいは長方形 。深さ0.17m・ 埋

土=暗灰色粘破

2-0.65m× 0.5m以上の方形あるい長方形・深さ0。13m・ 埋土=暗淡

緑灰色粘質土

3-断面で検出 。径0.65m・ 埋土=暗灰緑色粘砂

4-断面で検出・御 .55m・ 埋土=暗茶灰色粘砂

SD l―検出長1.4m。 深さ0。C19m。 埋土三暗灰色粘砂、磨耗している杯H

の蓋片出土

〔第2遺構面〕ピット1基と上抗 1基を検出した。

SP3-0.45 mXO.41mの 不整円形・深さ0.06m・ 埋土=暗灰色粘砂

SK5-径 0.65m以上の円形あるいは不整円形 。深さ0.26m・ 埋土=暗灰

色粘砂、杯Hの蓋出土

〔第3遺構面〕ピット1基を検出した。ピットには柱痕が確認された。

SP 4-径 0。35mの円形・深さ0.25m。 埋土=暗褐灰色粘砂・柱痕0。17m

遺物は出土していない。

西郡廃寺は天神社の北方約百m付近の小字「入角堂」から出上したと伝えら

れる塔心礎やこれまで見つかつている瓦類などから8世紀初頭には建立され

ていたと推定され、また鎌倉時代の土器や瓦が出上していることからその時

期まで何らかの形で存続していたことが伺える。その伽藍配置などは明らか

になっていないが、昭和59年度にω)人尾市文化財調査研究会によつて本調

査地より南へ20mの地点で調査が実施され、奈良時代の土器を多量に合む土

坑が検出され包含層から多くの瓦が出土している。また平安時代末期から鎌

倉時代末期の井戸や土坑、多数の柱穴が検出され、その存在の可能性が高

まった。今回は奈良時代に遡る遺構は検出できなかったが、その僅かな調査

面積のなかで中世の遺構が検出できたことは前述の調査との位置関係から重

要な意味を持つものと思われる。

―-37-―
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10。 郡川遺跡 (93-336)の調査

郡川 1丁目19.10

平成 5年 10月 4、 5日

受水池増築

3m× 3mの調査区を4カ 所設定し、各々2～ 3mま で掘削し、調査を実施

した。第 1・ 2区と第 3・ 4区 とは約0.65～ 0.7mの高低差がある。

第 1・ 2区―いずれも地表下 1～ 1.lm(OP+12.63～ 12.53m)に ある⑦

層暗茶灰色粘砂上面で弥生時代後期の甕の底部、壷日縁部、石器等が出土し

ている。また 1区では⑦層上面で流路を検出している。

第 3。 4区―第 3区では地表下O.6～ 0。7m(OP+13.6～ 13.7m)の⑦層灰

色粗砂質土上面が弥生時代後期の遺構面となる。第4区では第3区のような

遺構は確認できなかったが②・〇・⑮層で弥生時代後期の遺物に混じつて縄

文時代後期の土器片が出土している。

調査地周辺図 (1/5000)
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⑦暗葉灰色粘砂  ⑦灰色粗砂
③暗灰色礫混祐砂  ①灰黒色粘砂 (植物遺体)
③灰色砂礫    ⑬灰褐色粘質土
⑩黒灰色粘土   ⑩灰色砂質土

第36図 土層断面図 (1/80)
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第37図 出土遺物実測図 (1/4)

第 1区―西側、⑦層上面で南北に伸びる流路を検出した。淡黄灰色細砂を埋

土とし、古墳時代の遺物が若千出土している。

第3区―⑫層上面で東西に伸びる溝と調査区東端で溝状の落ち込みの肩を検

出した。東西に伸びる溝は最大幅0.8m、 深さ0.28mを測り、埋土は①層灰

黒色粘砂で弥生時代後期の遺物が多く出上している。また溝状の落ち込みの

埋上である①層灰黄色粘砂には炭化物が多く含まれている。

第37図では(1)壺底部、②養底部、(5)壺体部、(8)鉢が第 3区の溝からの出土

遺物である。(2)の養はタタキを施した後ナデによりそれを消している。σ)

は⑦層出上の縄文時代後期の宮滝式の深鉢片とみられる。(3)広口壺底部は第

1区の(6)層 上面で出土している。(6J/1ヽ型鉢は第 2区の〇層で出土してい

る。(3)は外面をナデ、内面はヘラミガキを施している。③は全体にナデ調整

のみがそ子われ、分割成形の痕跡が明瞭にわかる。

今回の調査では弥生時代後期の遺物が良好な状態で遺存していることが確認

できた。調査地の南側はかつて郡川西塚・郡川東塚古墳が存在しており、ま

た東側には奈良時代の高麗寺跡がある。調査ではそれらと同時期の遺構は検

出できなったが、山麓部での弥生時代後期の集落の拡がりを確認することが

できた。 (漕 )
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